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研究成果の概要（和文）：広義原発開放隅角緑内障（POAG）患者においても視力はQOLに強く関連し、乳頭黄斑
領域に相当する特定の視野感度が維持されることが必要である．En-Face処理したOCT画像から、視力が維持され
ている広義POAG眼の視野パターンに相当する黄斑部網膜神経線維束の残存パターンを発見し、中心10°内視野の
推定が可能である．
広義POAG患者にQOL評価のためのアンケート調査VFQ-25を行いRaschスコア化、ハンフリー視野24-2/10-2を両眼
で重ね合わせ（高密度重ね合わせ視野：HDIVF）、相関を調べた．HDIVFは視野からQOLを評価する指標として有
用である．

研究成果の概要（英文）：Even in the patients with open angle glaucoma (OAG: primary open angle 
glaucoma and normal tension glaucoma), major part of visual quality of life (QOL) depends on visual 
acuity.  We found that visual field sensitivity in the papillo-macular area, had to be maintained to
 keep patients’ visual acuity in OAG. En-face images obtained by OCT show the specific pattern of 
the retinal nerve fiber bundles in OAG patients with good visual acuity.  Using this technic, we can
 estimate visual field in the central 10 degrees from the results by OCT examination.
We performed a questionnaire to evaluate visual QOL, VFQ-25, for OAG patients, and made Rasch 
scoring. In addition, we developed HDIVF (high density integrated visual field) score by combination
 of the HFA 24-2 and 10-2 results in both eye.  We found that HDIVF score was one of the best 
indexes to evaluate visual QOL in OAG patients because of strong correlation with the Rasch score of
 VFQ-25. 

研究分野：眼科学
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１．研究開始当初の背景 
緑内障患者においてどのような、かつどの
程度の視野障害を生ずると QOL に影響する
といった研究、QOL のさらなる悪化が現在行
われている眼圧下降治療をより徹底すること
で阻止することができるのか、という展望に立
った研究はこれまでに行われたことがない．す
でに視力低下が生じた原発開放隅角緑内障
（広義 POAG）症例に手術治療を行っても術
後に術前の視力を維持できる症例は少ない．
臨床経過から視力の低下を予測し、より早期
により積極的に手術を含めた眼圧下降治療を
試みることが、現時点で唯一、可能な方法で
ある．光干渉断層計（Optical Coherence 
Tomography、以下 OCT）が臨床の場に普及
し、網膜疾患だけでなく緑内障の診療の質を
大きく変えた．これまで行われて来た静的視
野検査と OCT による観察を組み合わせること
によって形態と機能という両面から視力に注
目したGONの管理が可能と考えられる．一方、
後期緑内障患者では運転、読書、転落、認知
機能の低下、うつ傾向、顔の認識能力などの
問題が挙げられている．特に緑内障患者の運
転と読書は社会的にも重要な課題である．運
転や読書は視機能をより総合的に用いている
と考えられ、視野欠損の領域に加えて、視線
の位置や動きも重要な検討事項である．さら
に総合的な分析が必要である． 
 
２．研究の目的 
緑内障は視野という視機能を障害するこ
とによって患者の QOL（Quality of Life；生
活の質）を低下させる疾患である．つまり緑
内障治療の outcomeは「生涯にわたる視覚的
QOL の維持」である．したがって、この研
究の目的は、１）緑内障患者では QOL がど
のように障害されているのかを明らかにす
ること、２）どの患者において QOL が悪化
しているのかを明らかにすること、３）視野
（機能）および眼底（形態）所見および経過
から QOL の悪化を予測する方法を確立する
こと、４）手術を含む積極的な眼圧下降治療
で QOLが維持できるのかを検証すること． 

 
３．研究の方法 
 １） 「QOL のスコア化による緑内障の進
行判定と個別化治療の試み：QOL という観点
からみた経過観察の方法を確立する． 
２） 視神経（形態）・視野（機能）障害パ
ターンによる緑内障の進行判定と個別化治
療の試み：広義 POAG 症例のうち自覚症状に
直結する中心視野障害・視力低下を生ずる可
能性の高い症例を視野（機能）と OCT（形態）
の結果と経過から推定する．より積極的な緑
内障治療を行い、その結果を検証する． 
３） QOL 維持という観点から緑内障治療の
成績・効果を検証：以上に基づいて、QOL 悪
化が予想される広義 POAG 患者を特定し、緑
内障に対する点眼治療、トラベクレクトミー
他の手術治療によって QOL が維持されるか、

治療成績について、レトロスペクティブ、プ
ロスペクティブの両面から検証する、 
４） 緑内障患者の QOL の項目（特に運転・
読書）に関する機能解析：緑内障患者用ドラ
イビングシミュレータを用いて緑内障患者
の運転能力と視野障害の関連、また様々な読
書テストを用いた読書能力と視野障害の関
連を検討する．特にアイトラッキング装置を
用いて、緑内障患者と正常者における QOL に
関わる「視線」の違いを検討する． 
 
４．研究成果 
 １）緑内障眼の視野と QOL の関連に関する
研究：原発開放隅角緑内障（POAG）、正常眼
圧緑内障（NTG）（あわせて広義 POAG）患者の
ハンフリー視野（HFA）と VFQ-25 による QOL
スコアの相関を検討し、HFA 平均偏差（Mean 
deviation、MD 値）や Visual Field Index (VFI
値)の悪化に伴いQOLスコアは低下すること、
視野をクラスタ（領域）に分割した場合、ク
ラスタ毎にQOLへの影響が異なる事を報告し
た (Sawada H. Grafes Clin Exp 
Ophthalmol:2010, J Glaucoma, 2014)．さら
に VFQ-25 の結果を Rasch スコア化し検討し
た．従来の両眼 HFA24-2 視野測定結果を重ね
会わせる方法（IVF）に加えて、両眼の 10-2
測定結果の重ねあわせる（高密度重ね合わせ
視野：HDIVF）ことでよって QOL スコアとの
相関の高い視野スコアが得られることを発
見した（栂野哲哉、第 69 回日本臨床眼科学
会、名古屋、2015）．VFQ-25 Rasch スコアと
HFA24-2 視野検査スコアの関連を検討し、
better eye, worse eye 別に QOL を維持のた
めの MD 値、VFI 値の境界値を推定した（図
1B：末武亜紀、第 120 回日本眼科学会総会、
仙台、2016）．  
２）緑内障患者の視力と黄斑部形態と機能変
化に関する研究：緑内障患者においても視力
は QOL に強く関連し、乳頭・黄斑領域に相当
する特定の視野領域の感度閾値が維持され
ることが必要であることを報告した（図 2A, 
Fukuchi T, World Glaucoma Congress, Hong 
Kong, 2015）．視力が維持されている緑内障
眼の視野パターンに相当する OCT 所見を En 
Face 処理した画像から黄斑部神経線維の残
存パターンを発見し報告した（図 2B、Fukuchi 
T, ARVO Annual Meeting, Seattle, 2015）．
同様の方法はQOLに強く関わる中心10°内視
野の推定に有効であることを報告した（図 2C、
飯川龍、第 121 回日本眼科学会総会、東京、
2017）． 
３）OCT Angiography（OCTA）による緑内障
眼の血管変化に関する研究：OCT によって血
管像を描出する方法は OCTA と呼ばれ、この
数年で飛躍的に標準的検査法の一つとなっ
た．緑内障眼で循環、血管の変化が生じてい
ることに関しては古くから報告されている
が、その病態、視神経障害への病院機構への
関与は不明である．すでに私たちは OCTA を
用いて広義 POAG 眼では視神経乳頭周囲毛細



血管網の減少し血管密度（FD, flow density）
は網膜神経層厚、視野障害と高く相関するこ
とを報告した（図 6、Igarashi R, PLOsOne, 
2017）．さらに広義 POAG 眼では黄斑部毛細血
管網の減少があり、さらに中心窩無血管領域
(FAZ）の拡大、変形が生じており、黄斑部の
視野障害と強く関連することを報告した（図
7、五十嵐遼子、他、第 28回日本緑内障学会、
広島、2017）．現在、前視野緑内障の病期に
おいてすでに黄斑部 FD が低下していること
を発見し、分析を継続している． 
４）緑内障患者の運転機能、読書機能に関す
る研究：私たちは後期緑内障患者の運転能力
に関して緑内障患者用ドライビングシミュ
レータ（GDS）を用いた研究を行い、視野欠
損と事故や信号の見落としとの関係につい
て検討し報告した（Kunimatsu-Sanuki S, et 
al, Br J Ophthalmol, 2017、他）．緑内障患
者の読書能力について、視線解析装置を用い
て黙読における視線停留、衝動性眼球運動に
ついて検討し、緑内障による視野障害との関
連について検討した（図 4：Murata N, 
PLOsOne :2017、他）． 
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